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  本レポートは日本建築学会東海支部都市計画委員会の中に設置した住宅部会で 1999 年度より取組

んでいる「中心市街地の住宅施策を考える」をテーマとした活動を母体として作成したものである。

同住宅部会では（社）地域問題研究所の研究助成金の交付を得て「東海地域の中心市街地をめぐる実

験と活動の記録」を 2000 年 6 月にとりまとめているが、その後も東海地域の自治体を取り上げ、自治

体職員から話を聞き、現地を歩き、意見交換をするという活動を行ってきた。日本建築学会大会が東

海で実施されるという機会にこれまでの成果をレポートとして取りまとめようということになり、さ

らに都市計画委員会として取組んだ見学・交流会の活動も含め、メンバーで事例都市紹介を分担し、

追加取材なども行いながら取りまとめた。 

 本レポートで取り上げた 14 都市はそれぞれ特徴のある取組みをしている都市であり、様々な教訓と

課題を与えてくれたが、これらの都市が東海地方のすべてを代表しているわけではない。今後ともこ

の研究活動を続けていきたい。 

（なお、2003 年 8 月 20 日に田原市が誕生しているが、本レポートでは田原町としてデータ整理等を行っているの

で田原町と標記していることをお断りしておく） 


